
第４５回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録 

 

日 時： 平成３０年３月１６日（金） １５：００～１７：１５ 

場 所：大阪大学 中之島センター 

出 席 者： 鎌田会長，葛目幹事，森幹事，永山幹事，服部会員，藤原会員，内田会員，寺澤会員，

吉田会員 ，鈴木様，谷口様（１１名：順不同） 

配布資料：45-0   第４５回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          45-1   第４４回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

45-2 道路橋（コンクリート橋）の塩害と調査技術のニーズについて（藤原会員） 

45-3 日経コンストラクション特集抜粋「壊さない」が正義（鎌田会長） 

 

議 事： 

１．会長挨拶 

開催の挨拶が鎌田会長よりあった。また，今回のゲストの地方独立法人北海道立総合研究機構・

谷口様の紹介があった。 

 

２．第４４回議事録（案）の確認 

  鈴木様，寺澤会員，森幹事より，前回議事録の説明があり，内容確認が行われ承諾された。 

 

３．話題提供 

（１）谷口様より，「北海道におけるあれこれ？積雪寒冷，凍結融解，コンクリート＋非破壊検査，診

断？？」と題して話題提供があった。初期凍害，凍害の事例やメカニズム，X線 CTシステム

によるコンクリートの分析事例，道内の硫酸塩劣化事例など，これまでの研究成果を中心にご

紹介頂いた。概要を以下に記す。 

初期凍害は，「鳥の足跡」のような形跡が残る。強度回復しないコンクリートは，コンクリート

中に微細なクラックが残存する。診断方法が確立されておらず，非破壊で損傷深さを知ること

ができれば有用な手段となりうる。 

凍害は，水が回り込むところで生じる。比布大橋の事例，窯業系外装材の事例（積雪がある箇

所のみ表面が劣化），マンション最上階の庇が折れた事例が紹介された。 

凍害のメカニズムについて，過冷却で凍った水は空隙中を瞬時に移動し，その移動圧によって

劣化が生じるものと考えられる（メカニズムには諸説がある）。最低温度を下げると劣化は早く

進行し，例えば相対動弾性係数は低くなる。環境中の相対湿度が 95%を下回ると凍害は起こり

にくくなる。凍害が生じると微細なひび割れが多く生じるため，ひび割れに蛍光樹脂を含浸さ

せて観察する手法を検討してきたが，多大な労力を要する。改良プルオフ法や水銀圧入法が提

案されているが，古典的な手法（コアを採取し，コアの上部から下部まで超音波伝播速度を測

定する手法）が，損傷深さの推定には精度が良い。表面走査法による調査手法も検討されてい

るが（寒地土研），課題が残されていることが紹介された。 

X線CTシステムを用い，凍害によるひび割れを評価しようと試みている。幅が 100μm程度

までのひび割れは捉えることができるが，現状では，凍害で生じる数μm から数 10μm のひ

び割れは捉えることが難しい。（→森幹事より，分解能はX線CT装置の性能に依存するので，



より高性能な X 線 CT を用いれば，ひび割れを捉えられる可能性があるとのコメントがあっ

た。） 

道内における硫酸塩劣化について，地下駐車場の内壁にテナルダイト（硫酸ナトリウム）生成

による劣化が生じていることが紹介された。同様の事例として，炭酸ナトリウムの析出により

ペイントが膨れた事例や，タイル目地に劣化が生じた事例が紹介された。 

 

（２）藤原会員より，「道路橋（コンクリート橋）の塩害と調査技術のニーズについて」の題目で，非

破壊調査技術の信頼性の構図や，塩害で劣化した道路橋の調査における調査技術のニーズにつ

いての説明があった。 

非破壊調査の技術は，プロダクトアウト的に開発が進められているケースが多いが，調査で得

られる情報と発注者・使用者側のニーズが合致していないケースもある。調査で得られる情報

と使用者・発注者のニーズが合致する技術は発展していくが，そうでない技術は活用されない。

非破壊調査の技術においても，発注者・使用者のニーズを把握した上で開発を進めていくマー

ケットイン的な考え方をもっと取り入れていく必要があるのではないか。 

スパイクタイヤの使用が禁止されてから降寒冷地や積雪地においては多量の凍結防止剤が散布

されている。近年，道路橋では，この影響により「鋼橋 RC 床版」，「グラウト充填不良のある

PC 桁」，「グラウトホースからの伝い水のある張出施工 PC 箱桁橋」，「PC 合成桁の一次床版の

PC鋼材」などで塩害劣化が顕在化しているが，現在の非破壊調査技術ではこれらの対象の性能

を評価するための情報を十分に得られないケースが多い。 

 

４．今後の予定 

  第４６回交流会：平成３０年６月２１日 １５：００～１７：００ 

  場所：非破壊検査株式会社 

 

以上 

 

（記録：藤原会員，吉田会員） 


